




選択肢が少なく事業協力が得にくい 
土地所有意識の高さ 
 
 
 
 
 
  

 
 
１崇仁地区の特性について 
（１）立地性 
 ・立地性，景観・環境等に優れている 
 
（２）環境改善事業の状況（経過等） 
・昭和２８年～ 不良住宅地区改良法 
・昭和３５年～ 住宅地区改良法⇒面的整備 
 ・昭和４２年～ 崇仁北部地域の事業に着手 
 ・事業の長期化⇒ 崇仁北３，４地区における用地買収難航 
 ・結果，人口減少，高齢化の進行によるまちの衰退 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）都市計画，景観関連の規制 
 ・都市計画上の規制について 
 ・新景観政策上の規制について  
 
２まちづくりの課題について 
 ・住宅地区改良事業の早期完了 
 ・人口減少，高齢化により低下した地区活力の向上 
・余剰地の利活用  

 ・既存住宅の老朽化や新景観政策上の対応 
 ・住宅ニーズの変化に対応した多様な住宅供給の検討 
 

崇 仁 地 区 将 来 ビ ジ ョ ン 報 告 書 案 （全体構成図） 

                          「京都市同和行政終結後の行政の在り方総点検委員会」からの提言（H21.3） 

≪４つの検討項目≫      崇仁地区将来ビジョン検討委員会の設置（H21.9） 

 

 
１ 将来ビジョンの基本的考え方 
（１）これからの社会情勢 
⇒ 今後の社会情勢を踏まえたまちづくりの考え方 
 

（２）崇仁界隈の歴史性 
   ⇒ 崇仁界隈の歴史性を踏まえた将来のまちづくり 
 
（３）崇仁地区の今日的特性と強み 
⇒ 崇仁地区の強みを生かしたまちづくり 
 

（４）将来ビジョンの方向性について 
   ⇒ 歴史性や今日的強みを生かした将来ビジョン 
 

 
２ 住宅地区改良事業を早期に完了させるための事業
推進の方策に関する事項 
（１） 住宅地区改良事業と土地区画整理事業との 

合併施行について  
・崇仁北部第３，第４地区の改良事業の早期完了 
 
・合併施行の新たな手法を導入して推進 
 
・推進体制；施行者は京都市 
 
・事業の推進（改良事業の完了）の期待 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（２）住宅地区改良事業用地の暫定的利活用 
・将来ビジョンの有効性の理解を図る 
・合併施行，用地買収等への住民理解を図る 
・市の施策等のシンボル的施設として， 
低炭素社会の実現 

 
３ 崇仁地区の将来ビジョン（具体的考え方） 
   

○崇仁地区全体を視野に入れた将来ビジョン 
   

○新たな土地等（余剰地）の利活用について 
   （憧れる機能，施設等の導入） 

○環境に配慮した魅力ある景観形成 
    

○多様な住宅の供給 

○ 崇仁地区の現状と課題 

崇仁北部地域全体を視野に入れた将来ビジョンの検討 住宅地区改良事業の早期完了を図る 

 
ア 経過 
・ 京都市の改良事業の取組経過と，地元まちづくり組織と
京都市との協働による事業計画の策定及び事業推進 

・ 用地買収難航から事業が長期化 
・ 人口減少と高齢化の進展⇒ まちの活力の低下 
 
 
イ 検討の視点 
・これまでのまちづくり計画（１st ステージ）を踏まえつ
つ，社会情勢や地域の歴史性，今日的強みなどを踏まえ
たビジョン（２nd ステージ）とする 

 
  

○ はじめに 

１stステージ 
・平成 ８年～ 崇仁まちづくり推進委員会が設立 
    ～ 地元と市の協働によるまちづくり ～ 
・平成１１年； 市崇仁まちづくり計画， 
・平成１５年； 崇仁北３，４地区整備計画策定業務計画

書 
・事業成果⇒ 高瀬川流路変更，改良住宅，更新住宅，体

育館，うるおい館，東西道路等，国道２４
号立体交差など） 

＜京都市都市計画マスタープラン＞ 

土地の 

新たな活用 

の可能性 

＜交流・賑わい 文化芸術創造のまち＞ 

＜京都市基本計画＞ 

④ 住宅地区改良事業の早期完了のための事業推進方策 

① 崇仁北部地域全体を視野に入れたビジョン ②余剰地の利活用 ③多様な住宅供給 

２１世紀型のオープンなビジョン 

○ 将来ビジョンが目指す崇仁地区のまちづくり ２nd ステージ 


